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主な内容＞＞　 ②会費・共同募金実績報告　③ボランティア　④日常生活自立支援事業を単独実施　
⑤結婚50周年記念事業、お知らせ　⑥寄せられた善意、職員募集

説明会では制度の内容について詳しく説明します

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
野
田
市
か
ら

の
委
託
事
業
と
し
て
、
平
成
27
年
１
月
か

ら
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
４
回
の
説
明
会
を
開
催

し
、
す
で
に
約
130
名
の
方
が
、
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
随
時
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
開
催
日
時
や
申
込
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
報
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
に
は
説
明
会
へ
の
参
加
が
必

須
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
登
録
と
本
制
度
の
登
録
は
異

な
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　〔
問
合
せ
〕

制
度
・
受
入
施
設
に
つ
い
て

　

野
田
市
保
健
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
７
１
２
５
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
７
１
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
７
１
２
４
―
３
９
３
９

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
　
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を

〔目　的〕
　野田市内にお住いの 65歳以上の皆様が、市の
指定する介護保険施設でボランティア活動を行
い、社会参加や地域貢献をする
と共に、ご自身の健康増進、
生きがいづくり、介護予防
を図ることを目的としてい
ます。

〔対象者〕
① 市の住民基本台帳に記載されている介護保険第
１号被保険者
②要介護、要支援の認定を受けていない方
③介護保険料を滞納していない方
　以上の３点を満たしている方が対象となります

〔内　容〕
　介護支援ボランティアとして登録した 65歳以
上の皆様が、あらかじめ登録された受入施設でボ
ランティア活動を行います。
その活動に応じて受け入れ
施設から手帳にスタンプを
押印してもらい、スタンプ
の数に応じて年間５千円を
上限に、交付金が受け取れ
る制度です。

〔登録するには〕
　介護支援ボランティアとして登録するために
は、説明会に出席し、登録手続きをしていただく
必要があります。
　説明会の開催日時、申込方法に
ついては、市報にてご案内します。
（年に数回程度開催します。）

介護支援ボランティア
制度とは



2

　

平
成
27
年
1
月
末
現
在
の
会
員
数
は
、一
般

会
員
３
万
９
千
798
世
帯
、
特
別
会
員
99
世
帯
、

法
人
会
員
61
社
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、会

費
の
納
入
総
額
は
、
２
千
71
万
１
千
620
円
で

す
。

　

会
費
は
、そ
の
一
部
を
地
区
社
協
の
活
動
費

と
し
て
還
元
す
る
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
を
効

果
的
に
展
開
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し

て
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
入
た
だ
い
た
会
費
の
う
ち
、一
般
会
費
の

300
円
を
超
え
た
額
及
び
特
別
会
費
の
40
％
を

平
成
27
年
度
の
地
区
社
協
の
活
動
費
と
し
て

還
元
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
3
ヶ
月
間「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

自
治
会
を
は
じ
め
、
各
団
体
、
事
業
所
、
学

校
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
赤

い
羽
根
募
金
の
総
額
は
、千
733
万
3
千
120
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
募
金
の
使
い
途
〕

　
「
共
同
募
金
」
は
、
民
間
社
会
福
祉
の
資
金

と
し
て
、40
％
が
県
内
の
民
間
社
会
福
祉
施
設

等
に
、60
％
が
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配

分
さ
れ
、
地
区
社
協
活
動
や
福
祉
団
体
の
育

成
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
な
ど
の
事

業
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
の
１
ヶ
月
間
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、市
民
の
み
な
さ
ま

か
ら
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
総
額
は
、
403
万
9
千
137
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、準
要
保
護
世

帯
な
ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
（
313
世

帯
・
826
人
）
に
「
歳
末
見
舞
」
と
し
て
街
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
よ
う
市
内
共
通
商
品
券

（
Ｎ
Ｏ
Ｘ
）
の
配
布
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
対

す
る
「
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
地
域

の
理
美
容
師
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、千
葉
県

理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
野
田
支
部
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、チ
ャ
リ
テ
ィ
協
賛
事
業
と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
理
容
師
・
美
容
師
が
11
月
か
ら

12
月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、1

回
分
の
散
髪
料
で
実
施
す
る
も
の
で
、合
計
8

施
設
、
429
人
（
男
108
人
・
女
321
人
）
に
実
施
し

ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
開
始
し
た
訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
目
に
見

え
る
事
業
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
会
費
で
地
域
福
祉
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

�ù�ý

赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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